
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

公益財団法人みらいファンド沖縄  

沖縄学生 SIFEワールド
カップ派遣支援基金 

2010 年度～2012 年度 報告書  

 
本報告書は、みらいファンド沖縄の「じぶん基金」として 2010 年に設置された、「沖縄学生

SIFEワールドカップ派遣支援基金」の 3年間を振り返る事業報告書です。 
 前半は、『本基金の紹介や活動実績』、『3 年間の寄付の動き』、をはじめ、基金終了後に行わ
れた『座談会』のようすを掲載いたしました。後半は、資料編として、基金広報チラシやメディア紹

介記事の掲載があります。 
「沖縄学生 SIFE ワールドカップ派遣支援基金」は本報告書の発行をもって終了いたします

が、沖縄の学生の SIFE に関わる取り組みは継続されます。彼らにエールを送るとともに、本基
金へご寄付くださったみなさまに深く感謝申し上げます。また、本基金のしくみにご理解いただき、

SIFEに関わる沖縄の学生に的確なアドバイスをしていただきましたアドバイザリーの方々にも御
礼申し上げます。 



 

 

 

 

 

沖縄学生 SIFEワールドカップ 

派遣支援基金報告書 

目次 

 

沖縄学生 SIFEワールドカップ派遣支援基金について..................................................................................... 1 

 

3年間（2010年度～2012年度）の寄付の報告 ................................................................................................... 1 

■「沖縄学生 SIFEワールドカップ派遣支援基金」の主な活動実績 ...................................................... 1 

■この基金への寄付 ................................................................................................................................................. 2 

■じぶん基金とは........................................................................................................................................................ 2 

 

「沖縄学生 SIFEワールドカップ派遣支援基金」振り返り座談会 .................................................................. 3 

 

各年度の助成について .................................................................................................................................................. 7 

■2010年度 .................................................................................................................................................................. 7 

■2011年度 ................................................................................................................................................................ 12 

■2012年度 ................................................................................................................................................................ 17 

 

 

資料編 

【資料 1】 「沖縄学生 SIFEワールドカップ派遣支援基金」特設ウェブページ ......................................... 1 

【資料 2】 「沖縄学生 SIFEワールドカップ派遣支援基金」チラシ ................................................................ 2 

【資料 3】 みらいファンド沖縄基金紹介冊子『寄付なび 2011秋』号掲載ページ.................................... 4 

【資料 4】 メディア紹介記事（新聞記事掲載） ....................................................................................................... 5 

 

  



1 
 

 

沖縄学生 SIFEワールドカップ派遣支援基金について 
 

SIFE（サイフ/ Students In Free Enterprise）は、世界 39 カ国、1600の大学が参画している、教

育に関する世界で有数の国際的 NPO です。大学生による社会的な事業の「成果」を中心に評価

する「SIFE ワールドカップ」が大きな注目を集めており、日本からも毎年参加しています。（2012年

12月現在） 

沖縄学生 SIFE ワールドカップ派遣支援基金は、SIFE に参画する沖縄の学生を支援することで、

世界的な視野を持ち、沖縄を支える人材を輩出するため、設立されました。この基金に寄せられ

た寄付金から、SIFE世界大会の参加・視察等にかかる移動費を、2010年から 2012年までの 3年

間助成しました。 

 

3年間（2010年度～2012年度）の寄付の報告 
 

■「沖縄学生 SIFEワールドカップ派遣支援基金」の主な活動実績 
 

□2010/08/24 SIFE World Cup 2010視察費助成プログラムの募集開始 （8/30まで） 

□2010/09/09 基金設立の記者発表 （於 県庁記者クラブ応接室） 

□2010/10/10～10/12  SIFE World Cup 2010開催 【2010年度派遣】  

□2010/11/23 SIFE World Cup2010視察報告会 （於 県総合福祉センター） 

□2011/08/03 SIFE World Cup2011視察費助成プログラムの募集開始 （8/23まで） 

□2011/08/21 SIFE Japan 国内予選 2011報告会 （於 沖縄国際大学厚生会館） 

□2011/10/03～10/05  SIFE World Cup 2011開催 【2011年度派遣】 

□2011/11/03 SIFE World Cup 2011視察報告会 （於 沖縄国際大学厚生会館） 

□2011/11/26・27 「JICA沖縄国際協力・交流フェスティバル 2011」ブース出展 

□2012/07/17 SIFE Japan国内予選 2012報告会 （於 琉球大学産学官連携推進機構） 

□2012/09/30～10/02  SIFE World Cup 2012開催 【2012年度派遣】 

□2012/08/01 SIFE World Cup2012視察費助成プログラムの募集開始 （8/22まで） 

□2012/11/10・11 「JICA沖縄国際協力・交流フェスティバル 2012」ブース出展 

□2012/11/12 SIFE World Cup2012 視察報告会 （於 琉球大学産学官連携推進機構） 

□2012/12/01 3年間振り返り座談会 （於 みらいファンド沖縄事務局） 

 

注） SIFE 2012 World Cup のオープニングセレモニーで、SIFEは新しいブランド名に生まれ変わり 

enactus 【Entrepereurs act us】となったことが発表されました。  

 

―――SIFEの拡大に伴い、国によっては Free Enterprise という言い回しが浸透しない国や、SIFEという発音が現

地の言葉で受け入れがたい意味合いで取られてしまうといったことも起こってきました。今後よりいっそう多くの国

や文化になじんでゆくためにも、SIFE というブランド名を変更することとなりました。――― 

（enactus Japan HPより） 
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■この基金への寄付 
 

 2010年度 2011年度 2012年度 計 

助成を受け派遣した人数 3人 2人 1人 6人 

寄付受付額※ 633,110円 170,662円 170,000円 973,772円（25件） 

助成交付額 370,235円 300,000円 150,000円 820,235円 

※【寄付受付額】＝【助成交付額】＋【基金運営費】 

「基金運営費」は、助成公募にかかる事務費、報告会開催費、広報チラシ制作費、本報告書作成およ

び郵送費などに充当いたしました。 

 

 

■じぶん基金とは 
 

みらいファンド沖縄が提案する「個人創案型基金」です。 

「生活する個人」には日々の暮らしの中で獲得する専門性があり、そこから気付ける身近な社会的課

題もあります。「じぶん基金」とは、このような「気づいた個人」を支えながら基金づくりをし、課題解決

のチャレンジを応援していくための基金です。 

 

     

 

 

 

 

 

 

        

 

＜この基金の特徴＞ 

＊ コンダクターの設置……基金の創案者は、コンダクター（指揮者）として社会の共鳴を起こす中心的役割を担いま
す。 

＊ アドバイザリーボードの設置……基金に集まった寄付金で、事業の実施や助成を行う際には、専門的な知識やネ
ットワークを有する機関/団体/個人により構成される「アドバイザリーボード」からの助言を受け、寄付金が

公益的でより有効な場所へ届くようお手伝いします。 

＊ 寄付金だけではなく、物資や人材もつなぐ……寄付金以外にも、物品の寄贈や専門的人材の参加などもできるか
ぎり受け入れ、この社会的課題の解決に向けてさまざまなひとびとの参加を促します。 

 

 「沖縄学生 SIFEワールドカップ派遣支援基金」は、「じぶん基金」の位置づけで、社会課題に気

付いた当時大学生だった牧志朝英さんがコンダクターとなり、社会的課題の解決に向けて中心的

な役割を担ってきました。  
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「沖縄学生 SIFEワールドカップ派遣支援基金」振り返り座談会 
 

2010年 8月の「沖縄学生 SIFEワールドカップ派遣支援基金」設置から、2012年 11月の基金終

了までの 3年間を、【寄付者・支援者】、【選考委員】、【視察者】等、それぞれ異なる立場で SIFEに

関わった上記の参加者に振り返ってもらい、意見をいただきました。 

 

 

 

 

日  時：2012年 12月 1日（土）16:30～18:30 

会  場：みらいファンド沖縄事務局（那覇市首里当蔵町 1-11-20 新垣ビル 1Ｆ） 

参加者： 

東濱 克紀さん （興南中学校数学教諭） 座 長 

宮里 大八さん （琉球大学産学官連携推進機構 特命准教授） 

稲垣 暁さん   （沖縄大学地域研究所 特別研究員）  終了 20分前より参加 

*島袋 大地さん （沖縄大学教育専攻科 2011年度ワールドカップ視察） 

*上原 大明さん （沖縄大学法経学部法経学科 3年次 2011年度ワールドカップ視察） 

*外間 有里さん （琉球大学法文学部人間科学科 3年次 2012年度ワールドカップ視察） 

波平 雄翔さん （沖縄県粟国村集落支援員 沖縄大学卒 2011年国内大会出場） 

玉城 真奈美  （公益財団法人みらいファンド沖縄スタッフ） 記 録 

*印は、本基金の助成を受け渡航および視察した者 

 

 -------------------------------------------------------------- 

 

 

■「沖縄学生ＳＩＦＥワールドカップ派遣支援基金」設立の経緯と目標 

 はじめに、本基金のコンダクターである牧志朝英さんが不在のため、今回の座談会で座長を引

き受けていただいた東濱さんより、本基金の設立に至る経緯と当初の目標等を説明いただきまし

た。 
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★本基金コンダクターである牧志朝英さんの基金設置に至る経緯 

 

 基金を設置し、コンダクターとなった牧志さんは 次のような基本理念のもと、沖縄の学生を連れ、初

めての SIFEワールドカップ 2010の視察を実現させることになりました。 

 

SIFEワールドカップ視察 基本理念 

沖縄が世界 40カ国以上の若者の国際交流の拠点となる 

2カ国語以上話せる次世代地域リーダーを育成する 

企業・行政・NPOの垣根を越え、沖縄経済の自立に貢献する 

 

 

 

■「沖縄学生ＳＩＦＥワールドカップ派遣支援基金」を振り返って 

  次に、本基金の 3年間を振り返り、良かった点、改善点などを挙げていただきました。 

 

 良かった点 

 この基金のおかげで「沖縄を変えよう！変えたい！」と思う人が、増えたと思う。 

 SIFE に関わったおかげで、世界観が広がっただけでなく、クライテリアiを意識するようになった。

自己満足でやるのではなく、基準をもって課題解決をしようと取り組めるようになった。 

 SIFE に関わった沖縄の学生が、この 3 年間で増えたということでは、成功モデルだったのではな

いか。 

 反省点・改善点 

 ファンドレイザ―の担い手の認識が弱かったと思う。コンダクターとの関わりや役割もしっかり把握

していなかったので、どうファンドレイズするべきか、誰がその役割を担うのかがあいまいだった。 

 そもそも基金と学生の関わり方をどうするかを明確にしないまま 3年間進めていたというのは反省

点である。 

 学生である牧志さんが基金をスタートさせたから、関わるのは学生。それにどう社会人が関わる

べきかしっかり役割を決めるべきだった。 

 ワールドカップ視察費だけではなく、国内大会派遣ということも視野に入れるべきだったのではな

いか。名称も SIFE から Enactus へ変わったので、3 年で一度リセットし、次へつなげるしくみが必

要。 

                                                   
i）活動の指針としての審査基準のこと。「経済的、社会的、環境的要因を考慮し、生活の質と生活水準を向上するためにビジネ
スと経済のコンセプトを使った起業家的アプローチで、効果的に課題を持つ人をエンパワーメントしたか」 

2020年までにSIFEワールドカップを沖縄に誘致し、沖縄と世界のつなぎ役になりたいと決意 

沖縄21世紀ビジョンを達成するのにSIFEは適していると思い、本基金を設置 

「沖縄と県外、沖縄と海外の学生をつなげたい」と自らのビジョンとSIFEが重なる 

県内と県外の学生の情報格差を痛感するが、社会的な活動は引けを取らないと確信 

当時、琉球大学の学生だった牧志さんは、2009年SIFE日本代表の関西学院大の学生たちと交流 
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 基金の目標として、「沖縄へ世界大会の誘致」があったと思うが、学生やその周りにいるサポータ

ーの具体的な動きが弱かったように思える。目標を達成するための具体的なアクションが見えな

いままだった。 

 視察から帰り、「行ってきました！よかったです！」というような形だけの報告会が続いたのでは、

ステップアップにならない。報告会のあり方について再検討すべきだった。 

  

■参加者の感想と今後について 

 最後に、集まっていただいた参加者へこれからの SIFE（Enactus）の取り組みについて語ってい

ただきました。 

 自分は、基金の部分に関われるかどうかは別として、

学生プラスという団体があるので、そこで今まで学ん

だことを還元できればと考えている。ファカルティーア

ドバイザー的な立場で、プレゼンの仕方をアドバイス

できると思うし、そういったアプローチができればいい

と思っている。個人的には来年（2013 年国内大会に）

出たい。 【波平雄翔さん】 

 

  

 

今後も沖縄チームには国内大会に参加してもらい

たいが、自分が来年（2013 年）沖縄から離れることで、

県外から沖縄チームをどのようにサポートできるか考

えている。スカイプやメールでつながることができるの

で、1 年は後輩育成という立場で支援したい。関西圏

でもネットワークを広げ、Enactus日本事務局も盛り上

げたいと思っている。  

【島袋大地さん】 

 

 

これまで熱い思いのある先輩たちと国内大会に出

場した。自分も先輩方と同じ想いはあるが、周りはそ

うでない。現状を考えると、来年大会に出場できるか

わからないが、もっと Enactus の活動を活発にしてい

こうという気持ちは十分あるので、出場できそうな学

生団体をこれからも育てていきたい。  

【上原大明さん】 
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基金の助成を受け視察する前に、自分なりの目

標として決めていたのは、「持続した関わりのため

の基盤を作る」ということ。それを達成するために

報告会終了後も、後輩の育成に力を入れている。

2013年4月からの半年間は沖縄にいないが、帰っ

てくるまでに、Enactus の活動が盛り上がっている

ことを信じつつ、沖縄での学生の人材育成に専念

したい。 【外間有里さん】 

 

 

沖縄の学生が県外や世界の同年代の学生と交

流することで、視野を広げていくことは大事である

と常に感じている。個人としては、何らかの形で今

後も学生のサポート続けようと思っている。組織と

しては、沖縄に事務局を誘致するかどうかも含め、

Enactus Japan事務局の今後の運営や体制につい

て協議中である。いずれにしても、国内に Enactus

のような大会はあったほうがいいだろうし、引き続

き関わっていくつもりだ。 【宮里大八さん】 

 

高校教師という立場を通して、ポテンシャルの高

い高校生に対して多くのことを伝えることができる。

大学生の魅力や「大学って何をするところ?」といっ

た疑問に答えられるような内容を高校生に伝えるこ

とが重要だと思っている。今後も、大学生の活動を

高校生に発信することによって、「沖縄の大学って

こんな魅力があるんだ！」と思えるようになるので

はないか。組織としては、Enactus 沖縄支部という

形で沖縄の大学生と関わっていきたいと思う。 

【東濱克紀さん】 

 

 学生には、先を見て行動できるようなセンスを身

につけてほしいと思っている。寄付者は学生に対し

期待し、投資をしようとお金を託す。寄付者にとって

は生活の充実につながるもの、また沖縄の将来に

どうつながるのかを、もう少し具体的なイメージとし

て示してもらえると賛同者が増えるのではないか。

そのあたりを学生には強化して欲しいし、一緒に考

え、アドバイスしていこうと思っている。 

【稲垣暁さん】 
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各年度の助成について 
 

■2010年度 
（１） 選考委員 

・国立大学法人 琉球大学産学官連携推進機構 特命准教授 

産学官連携コーディネーター 宮里大八氏 

・特定非営利活動法人ソーシャルデザインファンド 代表理事 金森康氏 

・株式会社レキサス 代表取締役社長 比屋根隆氏 

 

（２） 選考結果 

助成決定者数： 3人（応募総数 6） 

 

（３） 助成決定者 

牧志 朝英 （琉球大学 観光産業科学部 3年次） 

向井 健太朗 （琉球大学 理学部 4年次） 

中村 晋一朗 （沖縄国際大学 産業情報学部 4年次） 

 

（４） 国内大会出場校とその結果 

優勝校： 滋賀大学 

準優勝校： 神戸芸術工科大学 

ルーキー賞： 琉球大学 

 

（５） ワールドカップ開催国およびスケジュール 

大会開催日： 2010年 10月 10日～12日     

会     場： アメリカ合衆国（ロサンゼルス） 

‐結  果‐   1位：エジプト 

2位：中国 

3位：アメリカ 

4位：インド 

 

10月 8日   ロサンゼルス到着 

10月 9日   Claremont大学訪問 

         ノートンサイモンミュージアム訪問 

         リトル東京訪問 

10月 10日  【大会 1日目】 カルチャーフェア＆オープニングセレモニー 

10月 11日  【大会 2日目】 予選、北米県人会との交流会 

10月 12日  【大会 3日目】 準決勝・決勝 ／閉会式 

ロサンゼルスを出発 
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（６） Activity Report 2010 

 

  



9 
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■2011年度 
 

（１） 選考委員 

・ 国立大学法人琉球大学 産学官連携推進機構特命准教授  

産学官連携コーディネーター 宮里大八氏 

・特定非営利活動法人ソーシャルデザインファンド 代表理事 金森康氏 

・沖縄大学 地域研究所特別研究員 稲垣暁氏 

 

（２） 選考結果 

助成決定者数： 2人（応募総数 2） 

 

（３） 助成決定者 

島袋 大地 （沖縄大学 人文学部こども文化学科 4年次） 

上原 大明 （沖縄大学 法経学部法経学科 2年次） 

 

（４） 国内大会出場校とその結果 
優勝校： 早稲田大学 

準優勝校： 関西学院大学 

ルーキー賞： 東洋大学 

 

（５） ワールドカップ開催国およびスケジュール 

大会開催日： 2011年 10月 3日～5日     

会     場： マレーシア（クアラルンプール） 

‐結  果‐   1位：ドイツ 

2位：ジンバブエ 

3位：プエルトリコ 

4位：グアテマラ 

 

10月 1日   成田発 クアラルンプール着 

10月 2日   10/2 自由行動、会場下見 

10月 3日   【大会 1日目】 カルチャーフェア＆オープニングセレモニー 

10月 4日   【大会 2日目】 予選  

10月 5日   【大会 3日目】 準決勝・決勝 ／閉会式 

10月 6日   マレーシアを出発 
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（６） Activity Report 2011 
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■2012年度 
 

（１） 選考委員 

・ 国立大学法人琉球大学 産学官連携推進機構特命准教授  

産学官連携コーディネーター 宮里大八氏 

・特定非営利活動法人ソーシャルデザインファンド 代表理事 金森康氏 

・沖縄大学 地域研究所特別研究員 稲垣暁氏 

 

（２） 選考結果 

助成決定者数： 1人（応募総数 2） 

 

（３） 助成決定者 

外間有里 （琉球大学 法文学部人間科学科 3年次） 

 

（４） 国内大会出場校とその結果 

優勝校： 早稲田大学 

準優勝校： 京都大学 

第 3位： 兵庫県立大学 

 

（５） ワールドカップ開催国およびスケジュール 
大会開催日： 2012年 9月 30日～10月 2日     

会      場： アメリカ合衆国（ワシントン DC） 

‐結  果‐   1位：アメリカ合衆国 

2位：エジプト 

3位：インド 

4位：ジンバブエ 

 

9月 28日   アメリカ着 観光 

9月 29日   観光＆早稲田大学サポート 

9月 30日   【大会 1日目】 カルチャーフェア＆オープニングセレモニー 

10月 1日   【大会 2日目】 予選  

10月 2日   【大会 3日目】 準決勝・決勝 ／閉会式 
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（６）Activity Report 2012 
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